
令和５年度小学校及び中学校各教科等教育課程研究協議会報告書
【小学校・外国語活動・外国語科部会】

1

所 属 名 青森県教育庁学校教育課

職名・氏名 指導主事 加藤 匡顕

【報告書のポイント】
・全国学力・学習状況調査の結果から成果と課題を捉えること。
・生成ＡＩの進化の中で、公教育における外国語教育の意義（学校だからこそ行える、先
生、ＡＬＴなどのスタッフ、児童生徒が集うからこそできる授業の在り方）について考える
こと。
・「言語活動を通して」指導することの具体について理解し、実践に生かすこと。
・小学校での学習の成果を、中学校教育に円滑に接続することについて（小中連携を進
めるポイント）について理解し、実践に生かすこと。

１ 行政説明 文部科学省初等中等教育局外国語教育推進室 浅原室長

「外国語教育の更なる充実に向けて」

2

（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題

～令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から～

（２）生成ＡＩの利用についてガイドラインと取組の方向性
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（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題 ～令和４年度英語教育実施状況調査～
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（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題

～令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から～

正答率
全国：35.2%
県 ：32.6%

率

英文全体の主
題と各段落の
主な内容が過
不足なく含ま
れているかを
判断すること
に課題
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（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題

～令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から～
正答率

全国：20.1%
県 ：15.7%

理由を英文の
書き手の意見
を踏まえて書
くこと、基本
的な語や文法
事項等を理解
して文章を書
くことに課題

無回答の原因
に着目するこ
とで授業改善
の手掛かりに

無回答率
全国：28.9%
県 ：31.3%
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（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題

～令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から～ 正答率
全国：4.2%率

話し手の意見
を踏まえた上
で、自分の考
えやその理由
を聞き手に話
して伝えるこ
とに課題

無回答率
全国：18.8%

英語（話すこ
と）調査に着
目することで
授業改善の手
掛かりに
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（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題

～令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から見える主な成果と課題～

県：72.8%率

県：90.9%率

県：75.0%率

県：82.4%率

本県においても、肯定的な回答の割合が高い。
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（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題

～令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から見える主な成果と課題～

県：＋1.9

県：＋0.9

県：＋5.8

県：＋10.8

県：＋3.4

県：－2.6

県：＋15.9

県R5: 88.4
H31 :86.5

県R5: 93.8
H31 :92.9

県R5: 89.7
H31 :83.9

県R5: 64.4
H31 :53.6

県R5: 69.2
H31 :65.8

県R5: 60.9
H31 :63.5

県R5: 63.7
H31 :47.8

本県では、特
に「話す(やり
取り)」「統合
的な言語活動
(聞く/読む→
話す)」におい
て、大きな進
捗。「統合的
な言語活動(聞
く/読む→書
く)」について
は課題。

□内の数値はH31年度調査との比較➝



県：88.4

9

（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題

～令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から見える主な成果と課題～
本県では、特に
「読む」活動に
おいて、生徒と
の受け止めとの
間にギャップが
見られる。
「話す」活動に
ついては、コ
ミュニケーショ
ンを行う目的や
場面、状況等を
明確にし、生徒
が言語活動に取
り組む必然性を
十分に意識して
行うことで、よ
り充実した言語
活動が展開され
ることが期待で
きる。

県：93.8

県：89.7

県：64.4

県：69.2

県：82.2

県：83.3

県：85.1

県：65.0

県：73.0

県：6.2

県：10.5

県：4.6

県：0.6

県：3.8
← 指導者と生徒の受け止め(ポイント)の差
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（１）中学生の英語力及び授業改善に関する状況・課題

～令和５年度全国学力・学習状況調査の結果から見える主な成果と課題～ 全国と同様に、
本県でも、「英
語の勉強は好
き」と肯定的に
回答する割合が
小学校から中学
校で大きく減少
していることが
課題。

県：72.8

県：57.7

県：－15.1
言語活動に取り
組んでいる割合
が高いほど、
「英語の勉強は
好き」と肯定的
に回答する割合
が高くなる相関
関係がある。

「英語の勉強が好き」
小・中のポイント差
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（２）生成ＡＩの利用についてガイドラインと取組の方向性

～英語教育におけるＡＩの活用について～

現行学習指導要
領が目指すもの
は、ＡＩにはで
きない、この資
質・能力の育成
であることに留
意。

「学校だからこ
そ」行える、先
生、ＡＬＴなど
のスタッフ、児
童生徒が集うか
らこそできる授
業の在り方につ
いて考えること
が重要。

２ 行政説明 文部科学省初等中等教育局外国語教育推進室 直山視学官

「小学校外国語教育の充実に向けて」

12

（１）「言語活動を通して」指導することについて

（２）小学校での学習の成果を、中学校教育に円滑に接続するこ

とについて（小中連携を進めるポイント）

（３）生成ＡＩの進化の中で、公教育における外国語教育の意義

について
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

14

（１）「言語活動を通して」指導することについて
小学校学習指導要
領（外国語活動）
には、言語活動を
行う際には、［知
識及び技能］(１)
に示す、英語の特
徴等に関する事項
について理解した
り練習したりする
ための指導を必要
に応じて行うこと
と示されている。
「必要に応じて」
という部分が指導
者の腕の見せ所で
ある。ポイントは
子供が必要感を感
じているか。
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

小学校学習指導要
領（外国語）にも、
言語活動を行う際
には、言語材料に
ついて理解したり
練習したりするた
めの指導を必要に
応じて行うことと
示されている。
「必要に応じて」
という部分が指導
者の腕の見せ所で
ある。ポイントは
子供が必要感を感
じているか。
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

中学校学習指導要
領（外国語）にも、
言語活動を行う際
には、言語材料に
ついて理解したり
練習したりするた
めの指導を必要に
応じて行うことと
示されている。
「必要に応じて」
という部分が指導
者の腕の見せ所で
ある。ポイントは
子供が必要感を感
じているか。
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（１）「言語活動を通して」指導することについて
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

単元計画の４時間
目の目標は「相手
がよく分かるよう
に工夫して行きた
い場所について伝
え合うことができ
る」と設定。
記録に残す評価を
５、６、７時間目
に設定。
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

４時間目の目標を達成
するために、このよう
な学習活動（流れ）を
計画。
・単元のゴールの確認
（指導者の発表を聞き、
児童が評価する）
・ペアワーク（４回）
・中間指導（３回）
・自分の発表を録画し
て提出
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

自分ならどう
するか考えさ
せている

子供から考えを引き出している
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

子供のWSへの記述

WSへの記述を意識した発話

前回の自分自身の発表を再確
認し、相手に自分の伝えたい
ことをよりよく伝えるために
どんな工夫ができそうか考え
させている

相手に自分の伝えたいことをよりよく伝えるため
に工夫ができそうな点を意識してペアワークさせ
ている
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

直訳ではなく、
今使える表現で
言いたい内容
(表現)を子供に
考えさせるため
の言葉がけ

文発話を子供
に求めるため
の言葉がけ

子供が文発話を
できるようにな
るまで指導しき
ることが大切

より相手に分かっても
らうため、詳しく伝え
るためにどんな工夫が
できるかを子供に考え
させるための言葉がけ

子供の良い事例から、
子供に考えさせる
（指導者が先に教え
たり示したりするの
ではない）

子供のIt’s enjoy.という誤り
を受けて、ここで初めて単語
カードを提示
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

言語活動の中で、情報を整理しながら考えなど
を形成するといった「思考力、判断力、表現力
等」が活用されると同時に、英語に関する「知
識及び技能」が活用される。上記児童１の発話
内容から、中間指導も踏まえて言語活動を繰り
返す中で発話内容等を思考しながら話している
ことが分かる。

文発話を子供
に求めるため
の言葉がけ

学習指導要領「知
識・技能」に係る
目標に「文構造」
と記されている
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

児童4が、いきなりI want to eat Tonkatsu.と話
し出した様子を観察した長谷先生は、児童４に、
“Why? I like Tonkatsu. I can eat Tonkatsu in 
Nobeoka City. Why, in Kagoshima?”と声をかけ、
内容について再考を求めている。

児童４: 「とんかつは、延岡じゃなくて、なぜ鹿児島
なのか。」、K11:  「有名ってなんて言うのか。」と
いう困りに対して、他の児童から反応がないため、
長谷先生は「やったよ」 と声をかけ、デジタル教科
書から以前の単元で扱ったチャンツの画像を映し出
し“This is Hokkaido. It’s･･･?”と言い始めると、子
供たちがそのチャンツを思い出して言い出している。

以前の単元で
扱った表現に再
び出会わせる
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（１）「言語活動を通して」指導することについて

授業とは、本時の目標に向けて児童が変容すること

～発話内容から見る児童１と児童４の変容～

～後日談～
この学年の児童たちは実際に鹿児島に行き、自分たちが校長先生や学級担
任の先生に提案した行きたい場所に行った。また、児童４は、とんかつを
食べることができ、おいしかったと長谷先生に報告をした。

子供たちにとって

・本物
・必然
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（２）小学校での学習の成果を、中学校教育に円滑に接続することについて

○ 小中連携している学校の割合 （ ）内は全国の割合 【 】内は全国との差
令和４年度英語教育実施状況調査（文部科学省実施）結果より

青森県：５９．５％（７５．５％） 【▼１６．０％】
○ 文部科学省が提示する小中連携の３つの形態（具体的な内容）

・情報交換（授業参観、年間指導計画の交換等）を実施している学校の割合
青森県：５２．７％（６４．０％） 【▼１１．３％】
・交流（指導方法等についての検討会、授業参観後の研究協議会等）を実施している学校の割合
青森県：２７．７％（４６．３％） 【▼１８．６％】
・小中連携したカリキュラムや学習到達目標などの設定を行っている学校の割合
青森県：６．８％（２１．８％） 【▼１５．０％】
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（２）小学校での学習の成果を、中学校教育に円滑に接続することについて

小中連携を進める上でのポ
イントの一つが、「指導法
の継続性」

↓
校種間で適度な段差が必要
であり、その段差をつくる
上で、「外国語教育におけ
る校種間の共通点・相違点
を理解すること」が大切
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（２）小学校での学習の成果を、中学校教育に円滑に接続することについて
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（２）小学校での学習の成果を、中学校教育に円滑に接続することについて

「言語活動を通して」指導
する際に、コミュニケー
ションを行う目的や場面、
状況などを明確に設定する
ことがとても大切

↓
全国学力・学習状況調査の
リード文は、コミュニケー
ションを行う目的や場面、
状況などの設定が明確であ
り、言語活動を行う際の参
考となる

30

（３）生成ＡＩの進化の中で、公教育における外国語教育の意義について


